
１
点
目
に

平
和
と
民
主

主
義
を
守
る

闘
い
に
つ
い

て
、
こ
の
一

年
間
安
倍
政

権
は
十
分
な

審
議
が
も
な

く
悪
法
が
成

立
し
て
い
る
。

今
年
は
憲

法
改
正
が
最
大
の
争
点

に
あ
る
。
憲
法
を
生
か

す
署
名
、
す
べ
て
の
労

働
者
と
闘
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

２
点
目
は
脱
原
発
・

反
原
発
の
闘
い
に
つ
い

て
、
福
島
第
１
原
発
事

故
は
汚
染
対
策
も
進
ま

ず
長
期
化
す
る
。
８
年

経
過
し
て
も
元
に
戻
せ

な
い
。
福
島
第
１
原
発

の
教
訓
を
生
か
し
、
東

海
第
２
原
発
の
再
稼
働

反
対
。
核
と
人
類
は
共

存
で
き
な
い
。
福
島
県

の
現
状
を
全
国
に
発
信

し
て
い
く
。

３
点
目
は
組
織
強
化

拡
大
に
つ
い
て
、
65
％

が
組
合
未
加
入
者
で
あ

る
。
労
働
組
合
の
存
在

意
義
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
班
・
分
会
運
動
の

自
信
と
確
信
を
も
つ
こ

と
で
あ
る
。

春
に
統
一
地
方
選
挙
、

夏
に
は
参
議
院
選
挙
が

あ
り
政
治
勢
力
実
現
に

取
り
組
む
。

第６号 こくろう みと 平成３１年１月２０日

今
年
は
国
労
躍
進
の
年
に
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１
月
12
日
、
水
戸
市
内
に
お
い
て
国
労
水
戸
地
本
旗
開
き
を
開
催

し
た
。

塙
副
委
員
長
の
司
会
で
、
久
保
田
委
員
長
の
挨
拶
、
茨
城
辻
支
部

長
の
乾
杯
で
旗
開
き
は
始
ま
っ
た
。
多
く
の
来
賓
か
ら
は
情
勢
、
激

励
の
挨
拶
を
も
ら
い
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
久
保
田
委
員
長
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会
し
た
。

連
合
茨
城

根
本

隆
男

自
治
労
茨
城
県
本
部

鈴
木

良
博

茨
城
県
職
員
組
合

須
之
内

浩
二

茨
城
県
教
職
員
組
合

渡
邊

勇
一

茨
城
県
農
協
労
連

野
中

弘
明

鹿
島
臨
海
労
働
組
合

山
本

敏
明

東
北
労
金
平
支
店

下
斗
米

広
実

中
央
労
金
水
戸
支
店

川
又

光
森

日
赤
労
組
水
戸
支
店

菊
池

正
見

鉄
道
退
職
の
会

坪
井

昭
光

全
交
運
共
済

真
島

孝
太

国
労
会
館
（
ア
ベ
ニ
ー
ル
）

菊
池

忠
志

国
労
東
日
本
本
部

本
間

誠

ひ
た
ち
な
か
市
議
会
議
員

井
坂

章

い
わ
き
市
議
会
議
員

狩
野

光
昭

（
順
不
同
）

来

賓

紹

介

久
保
田
委
員
長
あ
い
さ
つ

職
場
の
矛
盾

仕
事
の
不
満

国
労
に
結
集
し

み
ん
な
で
相
談

解
決


